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令和８年度 一般選抜試験問題【第二次募集】（第二部 商経学科） 解答例 

 

【テーマ】 

社会の問題について考える 

 

問（100点） 

【採点のポイント】 

・文章の内容を踏まえているか。 

・出産費用の無償化，医療の質を守る制度設計に関して述べているか。 

・自分の考えを文章で適切に表現できているか。 

 

 

【解答例 １ 】 

資料２のグラフより，出生者数は年々減少しており，少子化対策として妊婦の負担軽減や子育て支援の拡

充などは必要だと思います。私は，現金による支給を停止したうえで，出産・子育てクーポンを配布するこ

とを提案します。分娩施設に支払う出産費用は，医療従事者が行う医療行為に対するものと食事や部屋代な

ど医療行為以外のものに分けて，医療行為に関する部分は無償に，それ以外はクーポンからの支払いを可能

とします。分娩施設の中には，一流ホテル並みの部屋を有し，豪華な食事を提供するところがあると聞いた

ことがあります。このような豪華な施設を選びその施設でクーポンを消費することや，標準的な施設でクー

ポンの消費を抑えて残りは他のことに使うことなど妊婦の選択肢を増やします。資料１では分娩施設の減

少が危惧されていますが，クーポンによる支払いを可能とすることで，医療行為以外の付加価値に対する需

要増が見込めます。ただし，付加価値を付けるためには資金が必要で，大病院への集中が加速する可能性が

あります。そのため小規模な診療所と大病院に通う場合でクーポンの配布額や使用条件などを調整し，小規

模診療所に通うインセンティブが必要になるかと思います。また，自由診療の施設を選んだ妊婦は治療部分

の無償化の対象から外れますが，無償化相当分のクーポンを増額することで，選択による受給額の差はなる

べく変わらないようにする対策も必要だと思います。  

 

 

【解答例 ２ 】 

出産の費用負担であるが，これは難しい問題である。資料１にあるように医療保険から，全額給付となり，

個人負担分がなくなり，いわゆる「出産の無償化」が進むことは，社会全体として喜ばしいことなのであろ

う。そのことはよいとしても，いくつか問題があるように思われる。 

まずは，出産は，個人の問題だ，ということである。病気やけがのような災害は，一生涯あわないという

人はほとんどいないであろうが，出産は，一生涯のうちで一度も体験しない人も多くいる。したがって社会
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全体でカバーする社会保険である医療保険を活用するのは，問題があると考える。そもそも，妊娠・出産は

いわゆる「病気」ではない。ただでさえ，医療保険は，逼迫しているといわれている。高齢化率の上昇によ

り，現役世代の負担が増えている。これ以上，対象範囲を広めるべきではないと考える。 

 では個人負担のままでいいかというとそうではない。出生数が減少の一途で，どんどん人口が減少してい

る。これは社会の衰退を招き，特に人口少数地域では，社会が崩壊することになる。したがって，人口減少

は社会的な課題であり，そのひとつとして出産費用の問題を考えことができる。そうすると，社会全体でそ

のコストを負担することが正当化される。 

そうなるとやはり「税」でカバーすべきだ。たとえば，毎年5000億円を出産基金として積み立て，そこ

から出産費用を負担する。仮に，50 万円かかるとして，100 万人生まれても，5000 億円だ。資料２のグラ

フから，今後多く見積もっても100万人という数字には届かないだろう。100兆円をはるかに超す国家予算

の1/200以下に過ぎない金額で，出産の不安がなくなるのである。これほどよい考えはない。 

 

 


